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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 12/31の遅番のスタッフは、南病棟A･Bユニットの夕食の際に、お粥の方がいなり寿司を持っていかないように声掛けして下さい。

· 次回の歯科は1/11（金）となっています。

· Bユニット男子トイレの右から2番目のつまりは、明日業者の方が来て修理するとの事です。

· 明日、東病棟風呂場のボイラー修理が入ります。Bユニットのお湯が出なくなる可能性があるので、患者様への説明をお願い致します。

· １/3（木）は川端Drの診察はありません。

＜患者様連絡事項＞

· 長野　房子様～本日の午後より知能検査行います。

· 古里　勝友様～昨日より発熱がある為、インフルエンザテスト行い陰性と結果出ていま　　　　　　　す。「昨日よりは楽になってきた」と話されており、解熱されてきてい　　　　　　　ます。引き続きバイタルサイン測定を行い、感冒や喘息の症状について　　　　　　　の観察をしていきましょう。

· 倉橋　生子様～現在、排便状況良好である為、カマは飲みきり止めとなります。

· 寺地　利代子様～歯科診察にて、先週作った義歯をＤｒへ渡しています。

· 鷹巣　淳一様～歯科診察にて、時折ズキンと痛む事があり不安との事で、屯服薬処方と　　　　　　　なっています。　　　　ヨウフェナック　2T　　6回分

＜お正月外出泊について＞

· 市川　真紀子様～12/29　9:30～15:00　ランチ外出

· 長野　房子様～12/30　12:00～1/3　12:00　

昼食前まで息子様がお迎えに来院する為、12/30・1/3とも昼食は自宅で食べるとの事です。

· 加賀谷　芙美子様～12/31　14:00～1/2　16:00　

· 藤井　博様～1/4　11:30～15:00　残務整理の為、外出。

　　　　　　　1/7　11:00～1/9　17:00　残務処理の為、外泊。

· 駒木　洋士様～12/31　10:00～1/2　16:30　主治医より確認中。主治医の確認後にご家　　　　　　　族へ連絡して下さい。

＜皮膚科診察＞

· 豊川　明男様～両足・両下腿　急性湿疹　デルモゾールG軟膏

· 鷹巣　淳一様～両足・爪　白癬　ケルガークリーム

　　　　　　　　（内服）ケルガー錠　1×朝　12日分

· 宮本　建蔵様～全身　疥癬　オイラックスBB継続。

· 榮田　豊様～胸部　膿胞　アズクロ→膿胞の部分にのみ塗布。

· 畑中　成夫様～臀部　癤　アズクロ

· 八森正様　平勝利様　春本司郎様　石切久様　古舘正行様　中村マス様　寺地利代子様　清水進様　～タベジール1×2　12日分　継続処方。

· 次回の皮膚科診察は1/8（火）となっています。

· 1/14が祝日なので、1/16に北病棟と合同で行います。西病棟が先です。

＜転入患者様情報＞

鷹巣　淳一様（46）　統合失調症（F20）

入院月日：H19　11月21日　（2回目）

主治医：田名部Dr　　任意入院
食事：普通　バイタルサイン測定：週1回
～経過～

　H3年　被害妄想が出現し食生活など生活リズムが乱れ、自宅にこもり無為な生活を過ごし、家人に対して興奮することあり。H10年6月20日、当院初診。H11年5月22日まで当院入院。以後は通院治療となっていた。H19年4月より通院中断となっている。同年11月21日被害妄想・幻聴が強まり、警察に電話を掛ける事が頻回となり家での生活が困難な為、同日当院受診し、東病棟Aユニット一般へ任意入院となる。

　入院後は内服の拒否や幻聴・妄想に左右された発言・行動無く、夜間の睡眠も安定していた。H19年11月28日症状鎮静好転化の為、東病棟Bユニットへ移棟となる。H19年12月頃より早朝覚醒され、ホールで書き物している事あるが精神症状の変化は見られず、症状鎮静好転化・療養環境変更目的にて12月26日西病棟Bユニットへ転棟となる。

～ケア方針～

· 幻聴や妄想を病気の症状と捉える事ができ、症状に左右されず日常生活を送る事ができるように関わる。

· 症状出現し調子が悪い時は、自ら訴えられる環境作りをする。

· 定時に服薬する事で、服薬の習慣を身に付けて頂く。

＜川端Ｄｒ担当患者様診察状況＞

· 宮本　建蔵様～疥癬の治療は継続で行っていきますが、異常体験に左右された発言聞か　　　　　　　れてきている為、病棟内での行動（ホールでテレビを観る等）は許可と　　　　　　　なりました。「作業に行きたい」と話されている為、病棟内で出来る作　　　　　　　業を検討して下さい。作業療法士へは連絡済みです。

鼻汁・鼻閉の訴えあり、小青竜湯（漢方）処方となっています。感冒症状について観察していきましょう。

· 嶋本　岩松様～先週の外出は問題ありません。今週末は外泊となっています。外泊状況　　　　　　　について本人・ご家族へ確認して下さい。「3ヶ月で足りない感じがす　　　　　　　る…」と話され、退院後についての不安がある様子ですが、1月下旬に　　　　　　　は退院予定です。何に対して不安なのか？気持ちの整理をし、どうして　　　　　　　いかなければいけないのか考えられるように関わっていきましょう。

左手首・肘が重い感じがあると訴え聞かれています。現在、運動を殆どしていないので促していきましょう。ジアゼパム（2）　1T　（抗不安薬）処方となっています。

1月に血糖値の日内変動についての検査施行予定です。

退院後の食生活について知りたいとの事で、栄養指導実施の予定です。栄養士には連絡です。

· 晴山　長司様～不機嫌さが目立ち、臥床傾向です。南Bユニットへの転出を検討してい　　　　　　　く予定です。

鼻汁・鼻閉・咽頭痛あり、ＰＬ顆粒（総合感冒薬）処方となっています。また、排便コントロールの為、シンラック液（緩下剤）処方となっています。感冒症状・排便状況について観察していきましょう。

· 巴　勇樹様～他者より煙草をねだられ、その為自分の煙草が足りなくなり、他者よりも　　　　　　らっている事あります。他者へあげないよう、また10本/日でその都度ス　　　　　　タッフオフィスヘ貰いに来るように説明していきましょう。

臨時薬が継続処方となっています。

鼻汁・鼻閉の訴えあり、ＰＬ顆粒（総合感冒薬）・ダーゼン　3T　ムコキール　3T　オラドール　3T処方となっています。感冒症状について観察していきましょう。

· 山田　隆雄様～両手の乾燥へのウレパール塗布の処置は、朝・昼・寝る前に行っていき　　　　　　　ましょう。「治った」と話し塗布したがらない時がありますが、塗布が　　　　　　　必要な事を説明し処置していきましょう。

· 山田　典子様～体重増加傾向にあります。火・木・土の体重測定の継続をし、間食が多　　　　　　　い際は声掛けしていきましょう。

鼻汁・鼻閉の訴えあり、ＰＬ顆粒（総合感冒薬）処方となっています。感冒症状について観察していきましょう。

